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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体噴霧装置に接続可能な流体出口（１１７；２１７；３１７；４１７）と該流体出口
（１１７；２１７；３１７；４１７）を開閉するバルブ装置（１３０；２３０；３３０；
４３０）とを有している、液体噴霧装置と共に使用する貯蔵器（１１１；２１１；３１１
；４１１）であって、
　前記バルブ装置が、前記流体出口に組み込まれ、前記流体出口を開閉するために軸方向
に相対的に移動可能である同軸上の内部部材（１１７；２１７；３１７；４１７）および
外部部材（１３３；２３３；３３３；４３３）を備え、前記内部部材が注ぎ口（１１７；
２１７；３１７；４１７）の形態であり、前記外部部材が前記流体出口を開閉するために
前記注ぎ口上で摺動可能なスリーブ（１３３；２３３；３３３；４３３）の形態であるこ
とを特徴とする、貯蔵器。
【請求項２】
　前記貯蔵器（１１１；２１１；３１１；４１１）が崩壊可能であることを特徴とする、
請求項１に記載の貯蔵器。
【請求項３】
　前記注ぎ口（１１７）が、該注ぎ口（１１７）の外端でポート（１４６）を画定する内
部ウエブ（１３１）によって支持された中央プラグ（１３２）を有し、前記スリーブ（１
３）が、外端において該プラグ（１３２）と位置合せされた中央開口（１３５）を備えた
内壁（１３４）を有することを特徴とする、請求項１に記載の貯蔵器。
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【請求項４】
　前記プラグ（１３２）が前記中央開口（１３５）に受容され、前記内壁（１３４）が前
記スリーブ（１３３）の後退位置で前記出口（１１７）を閉鎖するように前記ポート（１
４６）を覆い、前記スリーブ（１３３）が、伸長位置まで軸方向に移動可能であって、該
伸長位置において、前記プラグ（１３２）が前記中央開口（１３５）に無く、前記内壁（
１３４）が前記出口（１１７）を開放するために前記ポート（１４６）を覆っていないこ
とを特徴とする、請求項３に記載の貯蔵器。
【請求項５】
　リテーナフック（１４２；２４２；３４２；４４２）は、前記貯蔵器（１１１；２１１
；３１１；４１１）をアダプタ（１２１）から取り外すために、前記リテーナフックを手
動で離脱させるためのつまみまたは引き手（１４１；２４１：；３４１；４４１）が設け
られた夫々の支持アーム（１４０；２４０；３４０；４４０）を介して、前記スリーブ（
１３３；２３３；３３３；４３３）に接続されていることを特徴とする、請求項４に記載
の貯蔵器。
【請求項６】
　前記注ぎ口（１１７）が外端に外部リップ（１３７）を有し、該外部リップが、凹所（
１３９）の間の塗料の漏れを防止するために液密シールを提供するように、前記スリーブ
（１３３）の対向する内面における軸方向に延在する凹所（１３９）と係合可能であるこ
とを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の貯蔵器。
【請求項７】
　前記スリーブ（１３３；２３３；３３３；４３３）が、前記注ぎ口（１１７；２１７；
３１７；４１７）を介して前記貯蔵器（１１１；２１１；３１１；４１１）を充填した後
に前記注ぎ口（１１７；２１７；３１７；４１７）に取り付けられることが可能なことを
特徴とする、請求項５又は６に記載の貯蔵器。
【請求項８】
　前記貯蔵器（４１１）は、塗料を該貯蔵器（４１１）に導入するための、前記出口（４
１７）とは別個の入口（４７０）を備えていることを特徴とする、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の貯蔵器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体噴霧装置におけるまたはそれに関連する改良に関する。本発明は、特に
、但し排他的にではなく、塗料、ラッカーまたは同様のコーティング材等の液体を噴霧す
るスプレーガンに対し適用可能である。より詳細には、本発明は、内部の液体をスプレー
ガンに移すためのスプレーガンに接続可能な出口を有する貯蔵器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スプレーガンは、車体修理店において、事故の後に修理された車両に再吹付け塗装を行
う場合に広く使用される。既知のスプレーガンでは、塗料は、ガンに取り付けられた貯蔵
器からスプレーノズルに供給される。塗料は、スプレーノズルから出てくると、ノズルに
供給される圧縮空気により霧化され噴霧を形成する。塗料は、重力供給される場合があり
、あるいは、より最近では、圧縮空気ラインから貯蔵器に抽気される空気により加圧供給
される場合がある。
【０００３】
　典型的な貯蔵器は、塗料ポットから構成され、塗料ポットは、底部に、スプレーガンに
取り付けられる出口を有し、上部に、塗料をスプレーガンに分配するためにポットに導入
する際に使用することができる取外し可能なキャップを有する。
【０００４】
　この構成により、貯蔵器の塗料を変える場合に、仕上げに悪影響を与える可能性のある
二次汚染を回避するために、スプレーガンおよびポットを完全に清掃しなければならない
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。これは、特に、隣接する車体の既存の色である色に正確に一致するように車両の一部に
噴霧する場合に重要である。
【０００５】
　清掃は、時間がかかり、健康上および／または安全上の危険を生じさせる可能性のある
溶剤を使用する必要がある。典型的な仕上げには、下塗剤、ベースコートおよびクリアラ
ッカーの塗布を必要とする場合がある。したがって、スプレーガンおよびポットを、１回
の修理を行う場合に数回清掃しなければならない場合があり、これにより、作業者が、か
かる清掃に関連する健康上および安全上の危険性に晒される機会が大幅に増える。
【０００６】
　さらに、清掃により、スプレーガンおよびポットが清掃されている間に喪失する作業時
間と、清掃材自体および／またはポットに残っている、捨てられる任意の塗料の費用と、
の両方に関し、修理コストが大幅に増える。
【０００７】
　清掃の量を低減し１つの塗料から別の塗料への入替えを容易にするために、本出願人は
、国際公開第９８／３２５３９号パンフレットにおいて、塗料ポットに、塗料を分配する
ための別個の上部が開口したライナを設ける構成を、先に提案した。ライナはポット内で
密接嵌合しており、スプレーガンへの離脱可能な接続のための出口を有する別個の蓋によ
って閉鎖される。
【０００８】
　使用時、塗料が引き出されるとライナは崩壊し、噴霧後、ライナおよび蓋を除去するこ
とにより、スプレーガンを次に使用するために新しく清浄なライナおよび蓋を採用するこ
とが可能になる。その結果、必要とされる清掃の量が相当に低減され、スプレーガンを、
簡単な方法で異なる塗料を塗布するために容易に適合させることができる。
【０００９】
　これは、ユーザにとってかなりの利益がある。特に、別の塗料を噴霧するようにスプレ
ーガンの入替えをする間に喪失する作業時間の量を低減することにより、効率が向上し、
必要な清掃材の量を低減することにより、清掃作業に関連する潜在的な健康上および安全
上の危険性に作業者が晒される機会が低減される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、蓋／ライナアセンブリを塗料ポットから除去する時に、ライナに塗料が
残っている場合、問題が発生する可能性がある。任意の未使用の塗料をライナから収納容
器に移すことは、しばしば実際的ではなく、未使用塗料とともに蓋／ライナアセンブリを
捨てることは、無駄であり、塗料の漏れから潜在的な健康上／安全上の危険がある。
【００１１】
　たとえばキャップによって蓋の出口を一時的に閉鎖することにより、ライナの未使用塗
料の保管が可能である。これにより、残りの塗料を使用するために、ライナおよび蓋を塗
料ポットに再度取り付けることが可能となり得る。しかしながら、これは、概して、数時
間までの短時間の保管にしか適していない。このため、より長い期間にわたると、塗料が
乾燥することによりキャップが蓋に張り付く可能性があり、それによってキャップの取外
しが困難となるか、またはまったく取り外すことができなくなる。さらに、キャップを無
理に離脱させる場合、乾燥した塗料の薄片が剥離し塗料内に入ることにより塗料が汚染さ
れる危険性がある。
【００１２】
　未使用塗料の長期間の保管に対するさらなる問題は、ライナが崩壊した状態にある時の
ライナ／蓋アセンブリの不安定性から、かつ、壊れ易いライナ／蓋アセンブリが、落とさ
れるかまたは他の方法で誤って扱われた場合に破損し易いことから、もたらされる。した
がって、蓋およびライナを分離した場合に塗料の漏れおよび流出の危険性があり、それに
より、ライナ／蓋アセンブリを任意のかなり時間にわたって保管し取扱うことが複雑にな
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る。
　米国特許第４４０３７３８号明細書に液体噴霧装置が開示されていて、フレキシブルな
袋における液体が、袋を押しつぶすために袋の入っている容器の中へ流入する水流により
、装置のコンテナバルブとコンテナラインとを介してミキシングチャンバに吐出されてい
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、既知の塗料貯蔵器の上述した問題および不都合を考慮してもたらされた。特
に、本発明は、内部に塗料を保管する役割も果たすことができる、スプレーガンと共に使
用する貯蔵器を提供しようとするものである。
【００１４】
　従って本発明は、請求項１に規定するような、液体噴霧装置と共に使用する貯蔵器を提
供している。
　バルブ装置がスプレーガンに接続可能な、貯蔵器の出口のためのクロージャシステムを
提供し、それにより、出口を確実な方法で開閉することができる。
【００１５】
　より詳細には、本発明は、作業を行った日の終りにかつ／または噴霧する塗料を入れ替
える場合に、貯蔵器に残っている未使用塗料を、貯蔵器をスプレーガンに再度取り付けた
時に後に使用するために、貯蔵器に保管することができるようにする、クロージャシステ
ムを提供する。
【００１６】
　便宜上、以下「塗料」という用語を使用するが、材料の特性および／または意図された
用途に応じて霧化されたまたは霧化されていない形態で塗布することができる、下塗剤、
ベースコート、ラッカー、ニスおよび類似の塗料状材料と、接着剤、シーラント、充填剤
、パテ、粉末コーティング、黒色火薬、研磨用スラリー、離型剤および鋳物用仕上げ剤等
の他の材料と、を含む（限定しない）、スプレーガンを使用して塗布することができるす
べての形態の流動性材料（表面を着色するか否かに係らず）が、本発明の範囲内に含まれ
、「塗料」という用語はそれに従って解釈されるべきである、ということが理解されよう
。
【００１７】
　有利には、実施形態によっては、本発明は、貯蔵器がスプレーガンに接続された場合に
操作することができるクロージャシステムを提供する。
【００１８】
　有利には、実施形態によっては、本発明は、空でまたは事前に充填して供給することが
できる貯蔵器のためのクロージャシステムを提供する。
【００２０】
　便宜上、本発明を、以下、貯蔵器のスプレーガンとの使用に関して説明するが、本発明
はかかる使用に限定されず、他のタイプの液体噴霧装置と使用してもよい、ということが
理解されよう。
【００２１】
　貯蔵器にバルブ装置を設けることにより、発明された貯蔵器を、流出を防止するために
出口を閉鎖してスプレーガンに取り付けることができ、出口を、塗料をスプレーガンに供
給することができるように開放することができる。噴霧が完了すると、出口を再び閉鎖す
ることができ、流出を防止するために貯蔵器を取り除くことができる。
【００２２】
　貯蔵器が取り外される時に残っている未使用塗料を、塗料の汚染／劣化を防止するため
に出口を閉鎖して貯蔵器に保管することができ、貯蔵器を、後に塗料を使用するために再
度取り付けることができる。
【００２３】
　その結果、発明された貯蔵器は、塗料が１回または複数回の噴霧操作で使用されるのを
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可能にすることにより無駄を低減し、スプレーガンから取り外されている間、噴霧操作間
に未使用塗料を保管することができる。これにより、特に貯蔵器が複数の修理で使用され
る可能性のある標準的な塗料混合物を収納する場合、費用を節減することができる。
【００２４】
　バルブ装置を提供するさらなる利点は、流出の危険性なしに、貯蔵器を通常の直立位置
でのスプレーガンに取り付けるために、出口を閉鎖して貯蔵器を逆転させることができ、
その後、噴霧を開始するために出口を開放することができる、ということである。さらに
、貯蔵器を廃棄するためまたは貯蔵器の未使用塗料を将来使用するべく保管するために、
出口をいつでも閉鎖することができ、貯蔵器を、流出の危険性なしに通常の直立状態にあ
るスプレーガンから取り外すことができる。
【００２５】
　このように、貯蔵器の接続および取外しを、貯蔵器からの塗料の流出を防止するために
スプレーガンを逆転させる必要のない、安全で確実な方法で達成することができる。
【００２６】
　好ましくは、貯蔵器は、すべての塗料を使用した時または残りの塗料がそれ以上必要で
ない場合に捨てることができるように、使い捨てである。使い捨ての貯蔵器を採用するこ
とにより、噴霧する塗料を変える場合に、スプレーガンと貯蔵器を固定する任意のコネク
タのみを清掃すればよい。
【００２７】
　このように、設定時間が低減され、作業者が清掃材（溶剤）に晒される機会が低減する
。これにより、効率の向上からさらに費用の節減がもたらされ、作業者に対する健康上お
よび安全上の危険性を低減されることが可能である。
【００２８】
　好ましい構成では、塗料がスプレーガンに供給するために引き出されると、貯蔵器は崩
壊可能である。好ましくは、貯蔵器は、液体が引き出される時、基端から出口に向かって
軸方向に崩壊可能である。このように、貯蔵器から塗料を移すことが容易になり、貯蔵器
を、使用後に廃棄するためにコンパクトな構成にまで崩壊させることができる。
【００２９】
　貯蔵器は、スプレーガンに接続するために出口が設けられた取付部と、使用時に貯蔵器
から塗料が引き出される際に真空の形成を防止する崩壊可能部と、を有してもよい。一構
成では、貯蔵器は、国際公開第９８／３２５３９号パンフレットに開示されたタイプのも
のであってもよく、そこでは、崩壊可能部は、外部ポットのための上部が開口したライナ
であり、外部ポットはライナを支持し、取付部は、ライナを閉鎖するように構成されライ
ナとの間に液密圧縮シールを提供するようにロックカラーによって固定される蓋である。
別法として、またはさらに、ロックカラーにより蓋／ライナアセンブリを外部ポットに固
定して、ライナおよび蓋を、それらの間に液密シールを提供するように相互係着構成物の
係合により互いに機械的に固定してもよい。
【００３０】
　このように、噴霧する塗料を入れ替える場合に、貯蔵器を清掃することなく、蓋／ライ
ナを取り除いて新しい清浄な蓋／ライナに置き換えることができる。この構成は、特に、
エンドユーザが車両の色に一致する色の塗料混合物を用意しこれを用いて車両に噴霧する
ために貯蔵器を充填する場合に適している。
【００３１】
　別の構成では、取付部と崩壊可能部とを互いに永久的に固定することにより、それらの
間に耐漏性シールを提供してもよい。たとえば、取付部と崩壊可能部とを、接着剤、溶接
または他の適当な手段によって互いに結合してもよい。別法として、取付部と崩壊可能部
とを一体構造で一体的に形成してもよい。たとえば、取付部と崩壊可能部とを、射出また
はブロー成形によって製作してもよい。
【００３２】
　このように、上述した外部ポットおよびロックカラーなしに、貯蔵器をスプレーガンに
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取り付けてもよい。この構成は、ユーザが車両に噴霧するために貯蔵器をスプレーガンに
取り付けるだけでよいように、貯蔵器が事前に充填されてエンドユーザに供給される場合
に特に適している。
【００３３】
　特に好ましい構成では、取付部は、貯蔵器の内面を画定し、崩壊可能部は、貯蔵器の崩
壊状態において取付部の内面に実質的に従うように構成される。これにより、崩壊可能部
と内面との間に、塗料が捕捉される可能性のあるポケットが形成されない。その結果、貯
蔵器の完全に崩壊した状態で、実質的にすべての塗料を排出することができる。
【００３４】
　崩壊可能部は、貯蔵器から塗料が引き出されると取付部の内面に従うように伸びる、弾
性または伸縮性ダイヤフラムの形態であってもよい。別法として、崩壊可能部は、内面か
ら間隔が空けられた拡張位置と内面に重なる崩壊位置との間で可逆性であるように構成さ
れた、非弾性または非伸縮性ダイヤフラムの形態であってもよい。たとえば、ダイヤフラ
ムは、拡張位置において内面の鏡像であってもよい。
【００３５】
　必要となるまで、劣化なしに包装し保管することができる塗料（または本明細書で定義
したような他の液体）に対し、有利には、事前充填を採用してもよい。このため、事前充
填は、すぐに使用できる状態で（すなわち、既存の色に色を合わせる変更を必要とするこ
となく）供給することができる液体に対し、特に有用であり得る。たとえば、指定された
色調の標準色のベースコートおよび／または非活性化形態で供給され必要な場合は光源（
紫外線）または電気エネルギに露出することによる等の適当な手段によって（必要な場合
は）活性化されることが可能な下塗剤またはラッカーである。
【００３６】
　有利には、バルブ装置は流体出口に組み込まれ、流体出口は、バルブ装置を介してスプ
レーガンに離脱可能に接続されるようになされる。たとえば、バルブ装置は、出口を開閉
するように軸方向に相対的に移動可能である同軸上の内部部材および外部部材を備えても
よい。
【００３７】
　内部部材は、注ぎ口の形態であってもよく、外部部材は、出口を開閉するように注ぎ口
上で摺動可能なスリーブの形態であってもよい。注ぎ口は、注ぎ口の外端でポートを画定
する内部リブによって支持される中央プラグを有してもよく、スリーブは、外端において
、プラグと位置合せされた中央開口を備えた内壁を有してもよい。
【００３８】
　このように、プラグは、開口に受容され、内壁は、スリーブの後退位置で出口を閉鎖す
るようにポートを覆い、スリーブは、開口にプラグが無く内壁が出口を開放するようにポ
ートを覆わなくなる伸長位置まで軸方向に移動可能である。これにより、製造が簡単で使
用に信頼性がある構造が提供される。
【００３９】
　好ましくは、貯蔵器をスプレーガンに接続するアダプタが設けられる。アダプタは、一
端に、スプレーガンに接続するためのねじ山または他の適当な手段を有する管状体を備え
てもよく、スリーブは、他端においてそれらの間に液密シールを提供するように押込嵌合
する。たとえば、スリーブは、アダプタの他端において開口の内壁と協働可能な１つまた
は複数の外部密封リブを有してもよい。
【００４０】
　有利には、スリーブには、スリーブとアダプタとの軸方向の分離を防止するために、ア
ダプタと離脱可能なロック係合のための一対の直径方向に対向するリテーナフックが設け
られる。このように、貯蔵器がスプレーガンから偶発的にまたは不注意に取り外されるこ
とが防止される。
【００４１】
　リテーナフックは、スリーブがアダプタに押込嵌合することにより貯蔵器を固定するよ
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うに係合可能であってもよく、貯蔵器を取り外したい場合にリテーナフックを手動で離脱
させるためのつまみまたは引き手が設けられた夫々の支持アームを介して、スリーブに接
続されてもよい。このように、ユーザによる必要な労力または手先の起用さが最小である
単純な行為で、貯蔵器をスプレーガンに接続しスプレーガンから離脱させることができる
。
【００４２】
　この構成により、貯蔵器をスプレーガンに取り付ける行為とスプレーガンから取り外す
行為はともに、スリーブを、出口を閉鎖するその後退位置に維持する傾向があり、それに
より、貯蔵器を閉鎖位置にあるバルブ装置に接続し／バルブ装置から分離する場合の流出
の危険性が低減する。
【００４３】
　さらに、貯蔵器がスプレーガンに接続されると、スリーブをその後退位置からその伸長
位置まで移動させるように貯蔵器をスプレーガンから離れるように引くことができ、それ
により出口が開放され塗料がスプレーガンに流れ込むことが可能になる。貯蔵器をスプレ
ーガンから分離したい場合、スリーブをその伸長位置からその後退位置まで移動させるよ
うに貯蔵器をスプレーガンに向かって押すことができ、それにより出口が閉鎖し塗料がス
プレーガンに流れ込まないようになる。
【００４４】
　注ぎ口は、外端に、スリーブの対向する内面における軸方向に延在する凹所と、それら
の間の塗料の漏れを防止するために液密シールを提供するように係合可能である外部リッ
プを有してもよい。
【００４５】
　リップはまた、スリーブの伸長位置を画定しスリーブを注ぎ口上に保持するエンドスト
ップを提供するように、凹所の一端における内部肩部と係合可能であってもよい。このよ
うに、出口を開閉するためのスリーブと注ぎ口との相対的な軸方向の移動が制御され、ス
リーブを注ぎ口から取り外すことはできない。
【００４６】
　好ましくは、注ぎ口およびスリーブに、注ぎ口とスリーブとの間の相対的な回転を防止
するように係合可能な協働する軸構成物が設けられる。このように、スリーブは、注ぎ口
上での軸方向の移動に対して案内される。
【００４７】
　貯蔵器は、塗料が貯蔵器からスプレーガンに移されている際に塗料から望ましくない固
体粒子を除去するフィルタを有してもよい。フィルタは、出口においてバルブ装置の上流
に配置されたメッシュスクリーンからなってもよい。別法として、スプレーガンに供給さ
れる塗料のフィルタリングが必要でない場合は、フィルタをなくしてもよい。
【００４８】
　貯蔵器が、塗料が事前充填されて供給される場合、出口に、エンドユーザに対し最初の
使用の前に貯蔵器が完全な状態であるという視覚的指示を提供する不正開封防止機能付き
クロージャを設けてもよい。かかるクロージャは、貯蔵器がスプレーガンから取り外され
る場合に出口を覆うために再度取り付けることができる取外し可能キャップの形態であっ
てもよい。別法として、クロージャは、出口を覆い最初の使用の前に除去されるホイル片
等の不正開封防止機能付きシールからなってもよい。
【００４９】
　クロージャは、キャップからなる場合、貯蔵器において未使用塗料を保管するために、
汚染物質が入ることに対しさらなる保護を提供してもよい。キャップはまた、バルブ装置
において塗料が乾燥しないようにしバルブ装置を閉鎖位置においてロックするのに役立つ
ことができる。
【００５０】
　好ましくは、バルブ装置の注ぎ口は、貯蔵器の一体部分として形成され、スリーブは、
バルブ装置を組み立てるために注ぎ口上に押込嵌合する。この構成により、注ぎ口を通し
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て貯蔵器を充填することができ、貯蔵器が充填された後に出口を閉鎖するためにスリーブ
を注ぎ口に取り付けることができる。このように、貯蔵器を、エンドユーザに対し、すぐ
にスプレーガンに取り付けることができるように、バルブ装置が閉鎖され事前に充填され
た状態で供給することができる。
【００５１】
　別法として、貯蔵器を、エンドユーザに対し、注ぎ口を通して貯蔵器を充填しスリーブ
を取り付けるようにスリーブを外して空の状態で供給してもよい。この場合、貯蔵器は、
崩壊状態で供給されてもよく、エンドユーザは、使用時、貯蔵器に塗料を導入したい場合
に、貯蔵器をその崩壊状態から拡張することができる。このように、製造業者による貯蔵
器の包装および運搬の、かつエンドユーザによる保管の、空間およびコストを有効に低減
することができる。
【００５２】
　別の構成では、貯蔵器に、塗料を貯蔵器に導入するための、出口とは別個の入口を設け
てもよい。この構成により、貯蔵器を、この場合もまた事前に充填して供給してもエンド
ユーザが充填するために空で供給してもよい。
【００５３】
　入口が設けられる場合、それは、使用時に貯蔵器がスプレーガンに接続されると、貯蔵
器をスプレーガンから取り外すことなく貯蔵器に塗料を追加することができるように、貯
蔵器がスプレーガンに嵌合する場合に使用可能であるように構成してもよい。
【００５４】
　これは、必要な塗料の量が貯蔵器の容量を超えている場合に有益であり得る。たとえば
、広い面積を塗装する場合、ユーザは単に、貯蔵器をスプレーガンにまだ取り付けた状態
で、必要に応じて追加の塗料を貯蔵器に補給することができる。その結果、塗料の流出お
よび／または汚染の危険性が低減する。
【００５５】
　ラッカー等の仕上げクリアコートを塗布する場合にもまた有益であり得る。それにより
、「フェードアウトさせるかまたは混和する」ためにクリアコートの粘性を低減すべく貯
蔵器に希釈剤（溶剤）を追加することが、大幅に容易になる。
【００５６】
　別の態様によれば、本発明は、スプレーガンであって、それに塗料を供給する貯蔵器が
設けられたスプレーガンを提供し、貯蔵器は、スプレーガンに離脱可能に接続された出口
と、出口を開閉するバルブ装置と、を有する。
【００５８】
　使用にあたって、塗料が流出することなく貯蔵器をスプレーガンから取り外すことがで
きるように、出口を閉鎖することができる。汚染物質が入ることおよび／または塗料の劣
化を防止するために出口を閉鎖して、貯蔵器に残っている未使用塗料を保管することがで
き、残りの塗料を使用するために貯蔵器を後にスプレーガンに再度取り付けることができ
る。
【００５９】
　好ましくは、貯蔵器からの塗料の流出を防止しまたは低減することが可能な真空を形成
することなく塗料を引き出すことができるように、貯蔵器は崩壊可能である。このように
、貯蔵器を、重力供給式ガンと圧力供給式ガンとの両方と採用することができる。
【００６０】
　重力供給式スプレーガンに適用する場合、貯蔵器を、貯蔵器に孔が開かないようにする
かつ／または軸方向に容器の崩壊を制御するのに役立つ外部容器に収容してもよい。別法
として、外部容器を省略してもよい。
【００６１】
　圧力供給式スプレーガンに適用する場合、貯蔵器は、スプレーガンに供給される圧縮空
気源に抽気ラインを介して接続された外部容器に収容される。外部容器に供給される空気
の圧力は、塗料が引き出されている際に貯蔵器の崩壊を助けるように作用する。
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【００６２】
　さらなる態様によれば、本発明は、貯蔵器をスプレーガンに接続する方法であって、貯
蔵器に出口を開閉するバルブ装置を設けるステップと、出口を、閉鎖した状態でスプレー
ガンに接続するステップと、出口がスプレーガンに接続されると、貯蔵器からスプレーガ
ンへの塗料の移動を可能にするように出口を開放するステップと、を含む方法を提供する
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６４】
　図１は、重力供給式の典型的な従来技術による塗料スプレーガン１を示す。ガン１は、
本体２と、本体の後端から下方に延在するハンドル３と、本体の前端にあるスプレーノズ
ル４と、を備える。ガンは、ガンの側面に枢着された引金５によって手動で操作される。
【００６５】
　本体２の上部に塗料貯蔵器６、すなわち塗料ポットが配置され、それは、下端に出口６
ａを有し上端に取外し可能なキャップ８を有する。出口６ａは、ガン１を通ってノズル４
まで延在する内部通路（図示せず）と連通する。キャップ８は、スプレーガン１にポット
６が取り付けられた時に、塗料をポット６に追加することができるように、取外し可能で
ある。
【００６６】
　塗料に、塗装面の仕上げを損なう望ましくない粒子がないことを確実にするために、塗
料は、通常、フィルタを通してポット６内に注入される。図１は、この目的で取り外され
たポット６のキャップ８と、ポットの開口端に配置されようとしている円錐フィルタ９と
、を示す。ポット６に塗料が充填されると、フィルタ９は取り除かれ破棄される。別法と
して、フィルタは、清掃して再使用することができるタイプのものであってもよい。
【００６７】
　使用時、ガン１を、ハンドル３の下端においてコネクタ７を介して圧縮空気源（図示せ
ず）に接続し、ユーザが引金５を引くと圧縮空気がガンを通してノズル４まで供給される
ようにする。その結果、重力下でポット６からノズル４まで供給された塗料が、ノズル４
を離れる時に霧化され、ノズル４から出る圧縮空気とともに噴霧を形成する。
【００６８】
　キャップ８を取り外し、開口端の上にフィルタ９を配置し、フィルタ９を通してポット
６内にさらなる塗料を注入することにより、ポット６を再充填することができる。作業を
行った日の最後に、またはポット６の塗料を入れ替えたい場合、ポット６をスプレーガン
１に再度取り付け新たな塗料を充填する前に、スプレーガン１とポット６とを、古い塗料
の痕跡をすべて取り除くように完全に清掃しなければならない。
【００６９】
　これは時間がかかり、採用する清掃材（一般には、蒸気を発し有害かつ引火性の溶剤）
に関連する健康上および安全上の危険性にユーザを晒すことになる。さらに、ポット６に
残っている未使用の塗料は、それが塗料混合物に戻されるかまたは別個の収納容器に移さ
れる場合に、同伴される粒子または他の原因からの汚染の危険性があるため、通常、捨て
なければならない。
【００７０】
　図２～図４は、ポット６の代わりに図１のスプレーガン１（または任意の同様のガン）
とともに使用することができる代替的な貯蔵器１１を示す。貯蔵器１１は、上述した国際
公開第９８／３２５３９号パンフレットの主題を形成し、その出願の内容は引用により本
明細書に包含されたものとし、読者はより詳細な説明のためにはそれを参照されたい。
【００７１】
　貯蔵器１１は、スプレーガン１のポット６に匹敵するサイズの外部ポット１２を有する
。ポット１２は、一端が開口しており、他（基）端に空気孔１２Ａを有する。
【００７２】
　使い捨てのライナ１３が、ポット１２の内側に形状が一致し、そこで密接嵌合する。ラ
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イナ１３は、ポット１２の上縁に位置する開口端に幅の狭いリム１４を有する。
【００７３】
　ライナ１３の開口端において、使い捨ての蓋１５が押込嵌合し、蓋／ライナアセンブリ
は、ポット１２にねじ込まれる環状ロックカラー２０によってポット６に固定される。
【００７４】
　蓋１５は、コネクタ注ぎ口１７が延在する中央開口１６を有し、その端部には、差込接
続の一方の部分を形成する外側延長部１８が設けられている。開口１６は、フィルタメッ
シュ１９によって覆われており、フィルタメッシュ１９は、開口１６に押込嵌合してもよ
く、あるいは蓋１５の一体部分であってもよい。
【００７５】
　ライナ１３と蓋１５とは、典型的には、成形または他の任意の適当な方法により、塗料
と融和性のあるプラスチック材料、たとえばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポ
リアミドポリプロピレンまたはポリエチレンから作製される。蓋１５は、スプレーガン１
に接続するために比較的剛性であり、ライナ１３は、使用時に貯蔵器１１から塗料が引き
出されると崩壊することができるように厚さが薄い。
【００７６】
　貯蔵器１１は、アダプタ２１（図３および図４参照）によりスプレーガン１に取り付け
られる。アダプタ２１は、一端２２において内部に、蓋１５のコネクタ注ぎ口１７に取り
付けるための差込接続の他方の部分が形成された管状部品である。アダプタ２１の他端２
３は、スプレーガン１への標準的な取付具に適合する形状を有する（典型的にはねじ山）
。
【００７７】
　使用時、ライナ１３を、ポット１２内に配置し、上述したように塗料をフィルタ（図示
せず）を通して注入する。そして、蓋１５を開口端上に配置し、ロックカラー２０によっ
て固定する。その後、スプレーガン１を、その通常の動作状態から逆転させ、貯蔵器１１
を、コネクタ注ぎ口１７とアダプタ２１との協働するバヨネット構成物によって取り付け
ることができるようにする。このように、通常の動作位置において濾過された塗料をスプ
レーガン１に供給するための出口を形成する開口したコネクタ注ぎ口１７を通る貯蔵器１
１からの塗料の漏れが回避される。
【００７８】
　スプレーガン１の動作中、塗料が引き出されるとライナ１３が崩壊する。噴霧が完了す
ると、スプレーガン１を再びその通常動作位置から逆転し、塗料がスプレーガン１から再
び貯蔵器１１に排出されることができるようにする。そして、貯蔵器１１を、コネクタ注
ぎ口１７を一番上にして取り外すことにより、未使用の塗料が貯蔵器１１から流出しない
ようにする。そして、ライナ／蓋アセンブリをポット１２から取り除くことができ、スプ
レーガン１を清掃して、上述したように新たな使い捨ての蓋／ライナアセンブリを使用し
て新たな塗料を噴霧するように設定することができる。
【００７９】
　このように、作業を行った日の最後にかつ／または噴霧する塗料を入れ替えた時、ポッ
ト１２を清掃する必要がない。その結果、清掃の量が、図１に関して説明したポット６の
使用に比較して大幅に低減される。
【００８０】
　ポット１２から取り除かれた、崩壊した蓋／ライナアセンブリは、捨てることができる
。別法として、ライナ１３に残っている未使用の塗料を保管するために出口を閉鎖するよ
うにコネクタ注ぎ口１７に取り付ける、別個の取外し可能なクロージャキャップ（図示せ
ず）を設けてもよい。このように、蓋／ライナアセンブリを、保管された塗料を使用する
ために後にスプレーガン１に再度取り付けてもよい。
【００８１】
　この構成は、概して、数時間の未使用塗料の短期間の保管にしか適していない。そのた
め、より長い期間にわたると、キャップと注ぎ口１７との間に時間の経過により硬化する
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塗料がある場合、キャップはコネクタ注ぎ口１７に付着する可能性がある。これにより、
キャップを取り外すことができなくなる可能性があり、または、キャップを強制的に取り
除いた場合に、折り取れて貯蔵器内に落ちる乾燥した塗料の薄片により塗料が汚染される
結果となる可能性がある。
【００８２】
　さらに、蓋／ライナアセンブリは、蓋の圧縮嵌合によってしか結合されておらず、落と
すかまたは乱暴に扱った場合、ばらばらになって塗料をこぼす可能性がある。したがって
、後に使用する目的で未使用塗料を保管するために、ポット１２から取り除く時の蓋／ラ
イナアセンブリの完全性を維持するためには、注意深い扱いが必要である。
【００８３】
　これらの問題の結果として、崩壊した蓋／ライナアセンブリは、未使用塗料の長期間保
管には適しておらず、蓋／ライナアセンブリは、しばしば、未使用塗料とともに捨てられ
る。これは、無駄になる可能性があり、未使用塗料が環境に漏出することから健康上／安
全上の危険がある場合がある。
【００８４】
　ここで添付図面の図５～図１１を参照すると、本発明の第１実施形態が示されており、
そこでは、図２～図４に示す蓋／ライナアセンブリに対応する部分を示すために１００番
台の同様の参照数字を使用する。
【００８５】
　この実施形態では、蓋１１５に対し、貯蔵器１１１からの塗料の流れを制御するバルブ
装置１３０が設けられている。バルブ装置１３０は、図５では、貯蔵器１１１を密封する
ために閉鎖しているように示されており、図６では、塗料を貯蔵器１１１から引き出すこ
とができるようにするために開放しているように示されている。
【００８６】
　蓋１１５は、先端を切った頂端から延在する注ぎ口１１７を備えた切頭円錐形形状であ
る。注ぎ口１１７の外端には、バルブ装置１３０の第１部分が形成されており、それは、
中央プラグ１３２において相接する一続きの円周上に間隔が空けられた内部ウェブまたは
スプール１３１を備える。プラグ１３２は、円筒形であり、注ぎ口１１７の端部を通って
水平面より上に突出する。
【００８７】
　この実施形態では、円周方向に均一に間隔が空けられ、プラグ１３２により、バルブ装
置１３０の開放状態にある時に塗料が流れることができる６つのポート１４６を画定する
、６つのウェブ１３１（２つのみを示す）がある。しかしながら、ポート１４６の数およ
び構成を、図示するものと変えてもよい、ということが理解されよう。
【００８８】
　バルブ装置１３０の第２部分は、注ぎ口１１７上に摺動可能に取り付けられた外部スリ
ーブ１３３を備える。スリーブ１３３は、上端に、プラグ１３２に位置合せされた中央開
口１３５を有するように形成された内壁１３４を有する。図５に示すバルブ装置１３０の
閉鎖状態では、プラグ１３２は、開口１３５に密接嵌合しており、ここでは、壁１３４は
、プラグ１３２とウェブ１３１との間でポート１４６を閉鎖する。この位置では、壁１３
４により、貯蔵器１１１からの塗料の流れが防止される。
【００８９】
　スリーブ１３３は、注ぎ口１１７上で、図６に示すように、壁１３４の中央開口１３５
にプラグ１３２がない位置まで軸方向に摺動可能である。
【００９０】
　この位置では、バルブ装置１３０が開放し、塗料が貯蔵器１１１からポート１４６およ
び中央開口１３５を介して流出することができる。
【００９１】
　注ぎ口１１７の外面上の２つの直径方向に対向する軸方向に延在するリブ１３６（図７
を参照）が、スリーブ１３３の内面の相補的な軸方向に位置合せされた溝１４７（図９を
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参照）において係合することにより、スリーブ１３３が注ぎ口１１７上で回転しないよう
になっている。
【００９２】
　リブ１３６は、注ぎ口１１７の基部からその高さの半分のすぐ上まで延在し、注ぎ口１
１７には、上端に隣接して外部環状リップ１３７が設けられている。溝１４７は、スリー
ブ１３３の基部からその高さの半分のすぐ上まで延在し、直径が増大した内腔部１３９に
至る内部肩部１３８で終端する。
【００９３】
　注ぎ口１１７上の環状リップ１３７は、内腔部１３９に隙間嵌合し、肩部１３８は、図
６に示すバルブ装置１３０の開放状態では、スリーブ１３３を注ぎ口１１７上に保持する
ようにリップ１３７と係合可能である。図５に示すバルブ装置１３０の閉鎖状態では、ス
リーブ１３３の端壁１３４は、注ぎ口１１７の外端に当接する。
【００９４】
　さらに、スリーブ１３３の下端には、蓋１１５の上面に略平行に下方向に延在し、外端
において上方に湾曲したつまみまたは引き手１４１で終端する、一対の直径方向に対向す
るアーム１４０が設けられている。
【００９５】
　各アーム１４０には、スリーブ１３３から間隔が空けられ、上端において、アンダーカ
ットされたロックリブ１４５に至る、スリーブ１３３に対向する面取り面１４４を有する
ストライカヘッド１４３で終端する、直立したリテーナフック１４２が設けられている。
【００９６】
　スリーブ１３３は、アダプタ１２１（図１０および図１１を参照）の一端に押込嵌合す
る。スリーブ１３３の外面の凹所１４９に配置された外部環状リブ１４８は、アダプタ１
２１との液密シールを提供し、スリーブ１３３の基部１５０は、スリーブ１３３とアダプ
タ１２１との間に横方向の安定性を提供する。アダプタ１２１の他端には、スプレーガン
１に離脱可能に接続するねじ山１２４または他の適当な手段が設けられている。
【００９７】
　変更態様（図示せず）では、スリーブ１３３は、アダプタ１２１と密封係合するための
複数の外部環状リブ１４８を有する。別の変更態様（図示せず）では、基部１５０の外面
に凹所が設けられることにより、スリーブ１３３とアダプタ１２１との間に横方向の安定
性を提供する複数の円周上に間隔が空けられた軸上リブが提供される。
【００９８】
　アダプタ１２１は、貯蔵器１１１からスプレーガン１に塗料を移すための貫通穴１２５
を有し、一端に、貯蔵器１１１を固定するためにリテーナフック１４２と離脱可能に係合
する外部カラー１２６が設けられている。
【００９９】
　図１１に最も良く示すように、カラー１２６は、その周縁部の対向する側に沿って、ス
リーブ１３３がアダプタ１２１の端部に押し込まれるとリテーナフック１４２のストライ
カヘッド１４３が通ることができるように構成された、主円柱形凹状逃げ１２７を有する
。そして、リテーナフック１４２がフック１４２を外側に偏向させる凸状カムローブ１２
８と係合するように、貯蔵器１１１をアダプタ１２１に対して回転させることができる。
ローブ１２８は、副円柱形凹状逃げ１２９に至り、フック１４２は、貯蔵器１１１をアダ
プタ１２１上で軸方向に保持するためにロックリブ１４５をカラー１２６上に配置するよ
うに、逃げ１２９内に受容される。
【０１００】
　手動でつまみ１４１を把持しアーム１４０を蓋１１５に向かって引くことにより、リテ
ーナフック１４２を解放して貯蔵器１１１をアダプタ１２１から取り除くことができる。
これにより、リテーナフック１４２が外側に偏向し、それにより、ロックリブ１４５がア
ダプタ１２１のカラー１２６から外れ、スリーブ１３３が貯蔵器１１１を取り外すために
アダプタ１２１から引き出されることが可能になる。
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【０１０１】
　使用時、ライナ１１３に、好ましくはフィルタ（図示せず）を介して塗料を充填し、上
述したようにライナ１１３をポット１２に挿入する。そして、上述したように、バルブ装
置１３０を閉鎖して蓋１１５をライナ１１３の開口端の上に配置し、蓋／ライナアセンブ
リを、ロックカラー２０をポット１２上にねじ込むことにより固定する。
【０１０２】
　アダプタ１２１を、スプレーガン１に固定する。そして、組み立てた貯蔵器１１１を、
貯蔵器１１１からの塗料のいかなる流出の危険性もなく、バルブ装置３０を閉鎖した状態
で逆転させ、スプレーガン１をその通常の直立した位置のままにしてアダプタ１２１に取
り付ける。別法として、この場合もまたバルブ１３０を閉鎖して貯蔵器１１１を逆転させ
ることにより、アダプタ１２１を貯蔵器１１１に接続してもよく、その後、アダプタ１２
１をスプレーガン１に固定してもよい。
【０１０３】
　このように、貯蔵器１１１をスプレーガンに接続する際に、スプレーガン１を逆転させ
る必要がなく、それにより、貯蔵器１１１のスプレーガン１への取り付けが容易になる。
特に、貯蔵器からの塗料の流出を防止するために、貯蔵器１１１をその通常の直立位置に
あるスプレーガン１の上方から逆転して嵌合させるには、スプレーガン１を逆転し貯蔵器
１１をスプレーガン１の下方から嵌合する図２～図４の実施形態に比較して、手先の器用
さが必要でない。
【０１０４】
　また理解されるように、貯蔵器１１１をアダプタ１２１にロックするための押込みおよ
び回転の行為により、バルブ装置１３０が図５に示す閉鎖位置で保持される。噴霧を開始
したい場合、ポット１２をスプレーガン１から離れる方向に引いてバルブ装置１３０を図
６に示す開放位置まで移動させることにより、注ぎ口１１７をスリーブ１３３に対して軸
方向に変位させる。そして、スプレーガン１を上述したように操作することができ、塗料
が注ぎ口１１７の開口ポート１４６とスリーブ１３３の端壁１３４の開口１３５とを通っ
てスプレーガン１に供給される。
【０１０５】
　噴霧が完了すると、スプレーガン１を逆転してスプレーガン１内の塗料を貯蔵器１１１
に再び排出することができる。プラグ１３２を開口１３５内に再び配置しポート１４６を
注ぎ口１１７の端部で密封するように、ポット１２をスプレーガン１に向かって押すこと
により、バルブ装置１３０を図５に示す閉鎖位置に戻すことができる。そして、スプレー
ガン１をその通常の直立位置に戻すことができ、つまみ１４１を蓋１１５に向かって引く
ことにより貯蔵器１１１をスプレーガン１から取り外すことができる。これにより、アー
ム１４０が偏向し、ロックリブ１４５がスリーブ１３３から離れるように外側に移動する
ことにより、アダプタ１２１のカラー１２６が外れる。そして、スリーブ１３３をアダプ
タ１２１から外すようにつまみ１４１を引き続けることにより、貯蔵器１１１を取り外す
ことができる。
【０１０６】
　理解されるように、まずロックリブ１４５をアダプタ１２１から外しその後スリーブ１
３３をアダプタ１２１から取り除くようにつまみ１４１を引く行為により、バルブ装置１
３０が閉鎖位置で保持される。さらに、貯蔵器１１１を、スプレーガン１をその通常の直
立位置のままにして取り外すため、スプレーガン１に残っているいかなる塗料の最終液滴
も流出しない。
【０１０７】
　貯蔵器１１１をスプレーガン１から取り外すと、ロックカラー２０を外すことができ、
蓋／ライナアセンブリをポット１２から取り除くことができる。そして、必要な場合は後
に使用するために未使用塗料を保管するべく、バルブ装置１３０を閉鎖して、蓋／ライナ
アセンブリを保管してもよく、もしくは捨ててもよい。そして、ポット１２とカラー２０
とを、異なる塗料を収納する新たな清浄なライナ／蓋とともに再度組み立て、スプレーガ
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ン１およびアダプタ１２１を先の塗料のいかなる痕跡も除去するように清掃した後、スプ
レーガン１に取り付けてもよい。塗料を再使用したい場合、上述したように、蓋／ライナ
アセンブリをポット１２およびカラー２０と再度組み立て、スプレーガン１に取り付けて
もよい。そして、バルブ装置１３０を開放して塗料をスプレーガン１に供給することがで
きるようにしてもよい。
【０１０８】
　再使用のために蓋／ライナアセンブリに未使用塗料を保管する場合、バルブ装置１３０
は、蓋／ライナアセンブリに保管されている塗料にいかなる外部汚染物も入らないように
する。さらに、バルブ装置１３０の露出部分を、塗料のいかなる痕跡も乾燥する可能性の
ある前に除去するように拭って清浄にしてもよい。これにより、保管された塗料を再使用
したい場合にあり得る汚染源が回避され、かつ／または、蓋／ライナアセンブリをスプレ
ーガン１に再度取り付ける場合にバルブ装置１３０を確実に開放することができる。
【０１０９】
　ここで図１２を参照すると、第１実施形態に概して類似する本発明の第２実施形態が示
されており、そこでは、対応する部分を示すために２００番台の同様の参照数字を使用す
る。
【０１１０】
　この実施形態では、ライナ２１３と蓋２１５とが互いに永久的に取り付けられることに
より貯蔵器２１１を形成する。たとえば、蓋２１５を、２５０に示すように、接着剤、ヒ
ートシールまたは超音波溶接によりライナ２１３のリムの周囲に固定してもよい。このよ
うに、ポット１２と、ライナを支持し蓋とライナとの間に液密シールを提供するロックカ
ラー２０と、をなくしてもよい。しかしながら、用途によっては、スプレーガン１に取り
付けられた貯蔵器２１１の安定性を提供するために、円柱状のライナ２１３のための何ら
かの形態の外部支持体が望ましい場合もある。
【０１１１】
　塗料の流出／漏れを防止するために、閉鎖位置において蓋２１５をバルブ装置２３０に
固定する前に、ライナ２１３に塗料を充填してもよい。別法として、塗料の流出／漏れを
防止するために、スリーブ２３３を取り付けてバルブ装置２３０を閉鎖する前に、蓋２１
５とライナ２１３とを互いに固定し、注ぎ口２１７を通してそれらに塗料を充填してもよ
い。そして、ユーザが要求に応じてスプレーガン１に取り付けるために、事前に充填され
た貯蔵器２１１を供給することができる。
【０１１２】
　これは、標準の色を有する塗料の供給に対し特に有益であり得る。したがって、いかな
る追加の部品もなしに、１回または複数回、スプレーガンに取り付けかつスプレーガンか
ら取り外すことができる事前に充填された貯蔵器を提供することにより、設定時間が低減
されるだけでなく、未使用塗料を後に使用するために保管することを可能にすることによ
り無駄も低減される。別法として、ユーザが注ぎ口２１７を通して貯蔵器２１１を充填し
、貯蔵器２１１をスプレーガン１に固定する前に、バルブ装置２３０を組み立てるために
スリーブ２３３を取り付けることができるように、スリーブ２３３が取り外された貯蔵器
２１１を供給してもよい。
【０１１３】
　塗料が事前に充填された貯蔵器２１１を供給する場合、貯蔵器２１１の輸送およびエン
ドユーザへの供給中の貯蔵器の中身の漏れおよび／または汚染または不正操作に対して安
全性を追加するために、不正開封防止機能付きクロージャを提供してもよい。
【０１１４】
　かかるクロージャは、プラグ２３２および開口２３５を覆うようにスリーブ２３３に固
定され、貯蔵器２１１をスプレーガン１に接続したい場合は除去される、安全キャップ（
図示せず）であってもよい。別法として、クロージャは、プラグ２３２および開口２３５
を覆うようにスリーブ２３３に取り付けられ貯蔵器２１１を最初に使用する時に除去され
る、ホイル片等の安全シール（図示せず）であってもよい。
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【０１１５】
　キャップが設けられる場合、将来使用するために未使用塗料を保管すべく貯蔵器２１１
を取り除く時に、汚染に対する保護を追加するためにキャップを再度取り付けてもよい。
ユーザが貯蔵器２１１を充填しバルブ装置２３０を組み立てるためにスリーブ２３３を取
り付けるように、スリーブ２３３を別個にして貯蔵器２１１を供給する場合にもまた、か
かるキャップを設けてもよい。
【０１１６】
　ここで図１３を参照すると、第２実施形態に概して類似する本発明の第３実施形態が示
されており、そこでは、対応する部分を示すために３００番台の同様の参照番号を使用す
る。
【０１１７】
　この実施形態では、先の実施形態の円筒状のライナ２１３を、非伸縮性で可撓性のダイ
ヤフラム３６０に代える。ダイヤフラム３６０を、蓋３１５とは別個に形成し、３５０に
示すように接着剤、ヒートシールまたは超音波溶接等の任意の適当な手段により蓋３１５
の周縁に永久的に取り付けてもよい。たとえば、ダイヤフラム３６０を、孔が開きにくく
塗料に対し不浸透性であるシート材料から形成してもよい。適当な材料には、単層構造で
も多層構造でもよい金属箔およびポリマフィルムがあり、金属箔およびポリマフィルムの
積層品であってもよい。
【０１１８】
　別法として、ダイヤフラム３６０を、蓋３１５と一体的に形成してもよい。たとえば、
ダイヤフラム３６０および蓋３１５を、射出またはブロー成形等の任意の適当な手段によ
ってプラスチック材料から形成してもよく、その際、必要な可撓性を提供するためにダイ
ヤフラム３６０の厚さを低減する。
【０１１９】
　図示するように、ダイヤフラム３６０は、概して蓋３１５の内部円錐形状に対応する先
端を切った円錐形状である。ダイヤフラム３６０は、実線で示す拡張位置と破線で示す崩
壊位置との間で、中心面ＣＰに関して可逆性である。ダイヤフラム３６０は、拡張位置を
採用して実質的に平坦な面３１６を提供し、それにより、貯蔵器３１１を、塗料を充填す
る時に直立して立たせることができる。
【０１２０】
　使用時、上述したように、バルブ装置３３０を閉鎖して、貯蔵器３１１をスプレーガン
１に取外し可能に取り付ける。蓋３１５は、ユーザが貯蔵器３１１をスプレーガン１に取
り付ける時に基端を把持することができる寸法および形状である。このように、貯蔵器３
１１を取り付ける時に貯蔵器３１１の塗料が加圧されず、それにより漏れ／流出の危険性
が低減する。
【０１２１】
　そして、バルブ装置３３０を開放することにより、スプレーガン１に供給するために塗
料を貯蔵器３１１から引き出すことができるようにする。塗料が貯蔵器３１１から引き出
されると、ダイヤフラム３６０にわたって圧力差が生じ、それにより、ダイヤフラム３６
０が蓋３１５に向かって内部に変形する。これにより、貯蔵器３１１内の真空の形成を防
止することによって、貯蔵器３１１からの塗料の平滑な連続した流れが可能になる。
【０１２２】
　ダイヤフラム３６０は、図１３に輪郭だけで示す完全に崩壊した位置において、その元
の位置から逆転し蓋３１５の内部形状に実質的に従うまで、塗料が引き出されるに従い、
蓋３１５の内面に徐々に係合する。これは、貯蔵器３１１内における塗料を捕捉する可能
性のあるいかなるポケットの形成も防止する助けとなり、それにより、必要な場合に実質
的にすべての塗料を分配することができることが確実になる。
【０１２３】
　先の実施形態と同様に、貯蔵器３１１を、塗料を事前に充填して供給してもよい。別法
として、ユーザが注ぎ口３１７を介して貯蔵器３１１を充填するように、スリーブ３３３
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を別個にして貯蔵器３１１を空で提供し、その後、バルブ装置３３０を閉鎖するようにス
リーブ３３３に取り付けてもよい。
【０１２４】
　貯蔵器３１１は、単一の用途に対して十分な塗料を保持しても複数の用途に対して十分
な塗料を保持してもよい。貯蔵器３１１に、液体３１１を実質的に完全に充填してもよく
、あるいは、恐らくは内部混合ベアリングを用いて手または機械によりダイヤフラム３６
０を揉むことによりまたは貯蔵器３１１を振ることにより、使用の前に塗料が完全に混合
することができるように、わずかに余裕を残してもよい。これは、貯蔵器３１１を、塗料
を事前に充填して供給し、それを使用前にある期間保管していた場合に有利でありかつ／
または望ましい場合がある。
【０１２５】
　理解されるように、蓋３１５と可逆性ダイヤフラム３６０とは、第１および第２実施形
態に比較してより小型かつ安定し、いかなる外部支持なしにも貯蔵器３１１の使用を容易
にする構成を提供する。したがって、貯蔵器３１１をスプレーガン１に取り付け塗料を引
き出す時、ダイヤフラム３６０は制御された方法で変形し、蓋３１５の内部形状に従う。
取付部分の内部形状に従うダイヤフラムを備えた貯蔵器は、本出願人による同日付の同時
係属英国特許出願の主題を形成する。
【０１２６】
　ここで図１４を参照すると、先の実施形態に概して類似する本発明の第４実施形態が示
されており、そこでは、対応する部分を示すために４００番台の同様の参照数字を使用す
る。
【０１２７】
　この実施形態では、上述したように、貯蔵器４１１はバルブ装置４３０を介してスプレ
ーガン１に取外し可能に接続可能であり、蓋４１５には、取外し可能なキャップ４７１に
よって閉鎖される別個の注入開口４７０が設けられている。この構成により、事前に充填
された貯蔵器４１１をエンドユーザに供給する場合かまたはエンドユーザが要求に応じて
塗料を充填する場合のいずれに対しても、蓋４１５の開口４７０を通して貯蔵器４１１を
充填することができる。
【０１２８】
　貯蔵器４１１が、エンドユーザに供給するために事前に充填されている場合、中身の不
正操作に対する安全性のために、充填後に取り外しできないようにキャップ４７１を永久
的に固定してもよい。別法として、エンドユーザが中身を活性化させるための成分を追加
することができるように、たとえば、使用直前に硬化剤を付加するかつ／または使用中に
たとえば希釈剤を付加することができるように、キャップ４７１を取外し可能としてもよ
い。
【０１２９】
　理解されるように、貯蔵器４１１のスプレーガン１への離脱可能な接続のためにバルブ
装置４３０が設けられている場合、開口４７０によって貯蔵器４１１の充填が容易になる
。開口４７０およびキャップ４７１を、図５～図１３に示した貯蔵器の先の実施形態のい
ずれにおいて採用してもよい。
【０１３０】
　上述した本発明の例示的な実施形態のバルブ装置の構成部品を、任意の適当な方法、た
とえば射出成形により、プラスチック材料、たとえばポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）、ポリアミド、ポリプロピレンまたはポリエチレンから形成してもよい。
【０１３１】
　本明細書で使用するように、貯蔵器を、「蓋」および「ライナ」または「蓋」および「
ダイヤフラム」等の用語を参照して説明している。かかる用語は、単に便宜上使用するも
のであり、本発明は、スプレーガンまたは同様の噴霧装置に取り付けるために貯蔵器のい
かなるタイプまたは構成にも適用可能である、ということが理解されよう。たとえば、上
述した実施形態では、貯蔵器は、塗料のために単一チャンバまたはコンパートメントを形
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きるようにする破断可能な膜によって分離された内部コンパートメントを有してもよい。
また、貯蔵器を、任意の所望の特性または特徴を提供するように構成してもよい。したが
って、貯蔵器を、光を排除するようにまたは絶縁を提供するように適合させてもよい。
【０１３２】
　理解されるように、本発明は、流出の危険性が低減し未使用塗料を後に使用するために
貯蔵器に保管することができるようにする、貯蔵器をスプレーガンに取り付けかつスプレ
ーガンから取り外すことを容易にするバルブ装置を備えた、塗料（または本明細書で定義
したように他の液体）のための貯蔵器を提供する。
【０１３３】
　このように、塗料の無駄が低減され、貯蔵器を、空であるかまたは残っている塗料がそ
れ以上必要でない場合に、捨てることができる。また、バルブ装置を設けることは、いか
なる特別な組立てステップも必要とすることなく、スプレーガンに取り付けることができ
る事前に充填された貯蔵器を提供するために有利であり、それにより設定時間が短縮され
る。
【０１３４】
　本発明の例示的な実施形態で説明したバルブ装置は、操作が容易であり使用において信
頼性がある、比較的低コストで製造することが可能な単純な構成である。本発明において
採用することができるバルブ装置の他の構成は、当業者には明らかとなろう。また、それ
らは本発明の範囲内にあると考えられる。
【０１３５】
　また、本明細書で説明した例示的な実施形態は、本発明の種々の範囲および適用を例示
するように意図されていることと、実施形態の特徴を別々に、もしくは同じかまたは異な
る実施形態の任意の他の特徴と組合せて採用してもよいということと、が理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】従来技術によるスプレーガンの斜視図である。
【図２】図１に示すスプレーガンと共に使用する代替塗料貯蔵器の構成部品の組立分解等
角図である。
【図３】組み立てられた、図２に示す塗料貯蔵器と、貯蔵器をスプレーガンに接続するた
めのアダプタと、の斜視図である。
【図４】図３に示す塗料貯蔵器とアダプタとの縦断面図である。
【図５】本発明によるバルブ装置を組み込んだ貯蔵器の第１実施形態の縦断面図であり、
バルブ装置は閉鎖しているように示されている。
【図６】図５と同様であり、バルブ装置が開放しているように示されている図である。
【図７】バルブ装置の外部スリーブを取り除いた、バルブ装置の一体型内部注ぎ口を示す
、図５および図６に示す蓋の縦断面図である。
【図８】図５および図６に示すバルブ装置の外部スリーブの側面図である。
【図９】図５および図６に示すバルブ装置の外部スリーブの縦断面図である。
【図１０】図５～図９の貯蔵器をスプレーガンに接続するためのアダプタの斜視図である
。
【図１１】図１０に示すアダプタの平面図である。
【図１２】本発明による貯蔵器の第２実施形態を示す縦断面図である。
【図１３】本発明による貯蔵器の第３実施形態を示す縦断面図である。
【図１４】本発明による貯蔵器の第４実施形態を示す縦断面図である。
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【図３】 【図４】
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